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１ 経緯 
  横浜市では、障害者、その家族、その他の者が研修、保養、レクリエーション等を通

じ、相互の親睦を深めることにより障害者の社会参加の促進及び福祉の増進に寄与する

ため、横浜市障害者研修保養センター横浜あゆみ荘を設置しました。 
  その管理・運営については、平成 18年度から指定管理者制度を導入し、令和３年４月

からの第４期指定期間については、横浜市障害者研修保養センター指定管理者選定評価

委員会の審査の結果、指定管理者として第３期指定期間に続き、社会福祉法人横浜市社

会福祉協議会が選定され、同協議会が指定管理者として管理・運営を行っています。 
 令和５年度は、指定管理の中間となる３年目にあたり、これまでの指定管理業務の状

況について横浜市障害者研修保養センター指定管理者選定評価委員会による評価を行い、

その評価結果を指定期間の残期間における業務の改善に活かしていくため、横浜市研修

保養センター横浜あゆみ荘の指定管理に関する評価を実施し、このたび評価が終了しま

したので、ここに結果を報告します。 
 
２ 横浜市障害者研修保養センター横浜あゆみ荘の概要 
  所在地  ：横浜市都筑区葛が谷２番３号 
  開所日  ：昭和 59年 11月７日 
  施設規模 ：敷地面積１８，４８０㎡ 本施設面積３，０９０㎡ 
        鉄筋コンクリート造２階建 
  設備   ：客室 13室（和室９室・洋室４室）、大広間、浴室 
        研修室２室、児童遊戯室、機能回復訓練室、食堂、送迎バス 
  利用定員 ：宿泊、休憩各 59人 
  その他  ：隣接する資源循環局都筑工場の余熱利用施設で、他の施設と 

ともに余熱と電力の供給を受けています。  
 
３ 指定管理者 
  指定管理者：横浜市中区桜木町１丁目１番地 
        社会福祉法人 横浜市社会福祉協議会 
        会長  荒木田 百合 
  指定期間 ：令和３年４月１日から令和８年３月 31日まで 
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４ 委員会 委員  

委員長 石渡 和実  学識経験者 
（東洋英和女学院大学名誉教授） 

職務 
代理者 山根 則子 利用者代表：身体障害部門 

（横浜市オストミー協会会長） 

委員 霜鳥 正幸 税理士 
（霜鳥税理士事務所所長） 

委員 坂田 信子 利用者代表：知的障害部門 
（横浜市心身障害児者を守る会連盟事務局長） 

委員 鷹野 薫 利用者代表：精神障害部門 
（NPO法人横浜市精神障害者家族連合会監事） 

 
５ 評価にあたっての考え方と進め方 
  横浜市では、指定管理者制度を導入しているすべての施設において第三者評価を実施

することとなっており、横浜市政策局共創推進課が定める「横浜市指定管理者第三者評

価制度運用指針」において、その進め方等が示されています。 
 本委員会では、この指針に基づき、障害者研修保養センターの専門性や特性を踏まえ

て評価を行いました。 
（１）評価の目的 
   指定期間の中間となる３年目にあたる令和５年度に評価を実施することで、この評

価結果を残指定期間の業務改善に活かし、より水準の高いセンターの管理運営につな

げていただくことを目的として、評価を行いました。 
（２）評価の対象 
   本評価は、指定管理者である「社会福祉法人横浜市社会福祉協議会」が、障害者研

修保養センターの指定管理業務として実施する業務を対象に実施しました。 
（３）評価の観点 
   本評価は、第三者の目を通した評価により「気付きの視点」を指定管理者に提示し、

業務運営の向上・改善につなげていくことを目的としています。問題点を見つけ出し

て指摘するのみではなく、一定の評価が出来る部分をさらに前進させていただくため

の「気付きのきっかけ」を提供するという観点から評価しました。 
（４）評価項目・基準 
  ア 評価項目 
    指定管理者選定時に横浜市が示した業務の基準、指定管理者から提出された提案

書及び指定管理者と横浜市との協定書の内容を基本とし、障害者研修保養センター

の設置目的や特性を踏まえて評価項目を定めました。 
  イ 評価基準  
    指定管理期間を通して、業務の基準や協定書に基づき実施されているか、また、

提案書に記載のあった内容に取り組まれているかといった視点で評価を実施しまし

た。 
協定書を満たさない場合は１点、協定書の内容を満たす場合は２点、協定書の内

容を満たした上で提案書の内容を満たす場合は３点、それを上回る取組がなされて
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○毎年度、あゆみ荘売店における自主製品販売コーナーへの出展について、横浜市内

の地域活動支援センター作業所型や活動ホーム等の事業所へ周知し、事業所の自主

製品等を買い取り、販売している。また、販売する事業所のパンフレットも併せて

設置することで、障害のある方々の活動をより理解してもらえるよう工夫をしてい

る。ご利用者には売店物販の日用品をリスト化し、掲示している。 
 

【委員会評価】 
 〇都筑区を拠点としている「横浜ビー・コルセアーズ」と連携したイベントが今後

も実施できると良い。 
○障害者向けに行っている研修について、今後も障害者の自立や社会参加に向けた当

事者向けの研修を続けてほしい。 
○障害当事者が研修の講師になることで、社会参加と障害理解の促進になっており、

評価できる。 
〇障害者団体等から要望を受け実施した「お金の使い方」研修は良い取組だと思う。 
〇「障害のあるお子さんとそのご家族の写真展」は、様々な交流が図れる良い企画だ

と思うので、今後も続けてほしい。 
〇事業所の自主製品等の売店販売は、これからも続けてほしい。 
〇今後も事業所の自主製品等を買い取り、販売する活動をさらに充実させてほしい。 
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ｕＴｕｂｅに配信している。  

○新型コロナウイルス感染症の影響により、年間利用率、宿泊稼働率の目標値は達成

できなかった。そのため対策会議を設置し、インターネット予約サイトへの登録や

キャッシュレス決済の導入等様々な対策を行い、令和４年度は大幅に回復した。今

後も、利用者増を図るため、引き続き各利用促進策を行っていく。 

 ○危機管理対応マニュアルを作成して備えるとともに、年に３回程度の避難訓練を

実施し、宿泊利用者にもご協力いただいての訓練も行っている。 

○横浜あゆみ荘運営委員会を設置しており、障害当事者、親の会、支援者、地元代表、

教育関係者で構成されており、年３回開催している。また、運営委員会で出された

意見（御膳料理に「ヘルシー夕定食ふれあい御膳」を新メニューとして提供するな

ど）については、運営に積極的に取り入れている。 

 ○あゆみ荘ご利用の有無に関わらず、障害者より障害者福祉等に関する相談があっ

た場合は、可能な限り相談に応じ、内容によっては区役所や相談機関等を紹介す

るなどの情報提供をしている。  
○設備面として、多目的トイレにユニバーサルシートの設置、洋室を利用される車い

すの方が移動しやすいようなレイアウト変更、利用頻度の高い小浴室リフトの交換

を行うなど、障害者が利用しやすい環境整備に取り組んでいる。 

〇特別支援学校の利用促進のため、横浜市教育委員会の教育長と面会し、利用促進を

依頼した。また、鎌倉市教育委員会の特別支援学校長会に出向き、あゆみ荘の PR

を行った。 
〇障害者雇用については、現在２名を雇用している。提案書では更に１名の雇用を提

案しているが、現状では雇用に至っていない。（コロナ禍でご利用者が大幅に減少

している中で、職員の募集を控えていたため。） 

〇モニタリング（ヒアリング調査等）については、新型コロナウイルス感染症対応の

ため、令和３年度、４年度は実施できていない。今後、実施に向けて調整を進めて

いく。 

 
【委員会評価】 
〇職員配置については、提案書に沿った障害者雇用を実現できると良い。 
〇利用時に配慮事項を確認し、障害に合わせて個別のサービス提供を行う等細かい個 
別対応を実施している。 

○利用者アンケートへの協力を促すための実施方法の工夫が確認できる。 
〇ウェブページは、まず食事が目に入り興味を引く作りになっており、工夫されてい 

る。空室状況も見やすい作りになっているが、フロア案内図は改善の余地がある。 
〇PR動画を作成し配信する等、ウェブページを活用した利用促進に取り組んでいる。 

〇利用率・稼働率は、コロナ禍の中よく頑張っていると思う。 

○障害者から相談があった際には、どんな些細な相談にも耳を傾けてほしい。 
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（３）総合講評 
〇人員や予算等の制約がある中で、障害のある人が楽しい時間を過ごせるように障害ご

との配慮がとても良く整っていて、色々な工夫がされている。この施設が横浜にある

ことには、とても大きな意味があると思っている。当事者の声を受け止めて、良い運

用をしてもらえるのではないかととても評価している。食事が特に素晴らしいと感じ

ている。 

〇この施設の良さをこれからも継続していってほしい。利用者の声を大事に、障害児者

への対応について、職員・レストランスタッフ等施設に関わる方々全員で学んでいっ

てほしい。 

〇利用者として施設を利用した際には、充実した時間を過ごすことができた。今後も横

浜あゆみ荘はなくならないでほしい。 

〇提案書等に沿った集客・企画等を実際に実行に移している印象を受けた。ウェブペー

ジも良くなっており、興味や目をひくようなものになっていた。新型コロナウイルス

感染症の影響が落ち着いて、利用者が増えてくると良いと思う。 

〇営業日を見ると、コロナ禍の中でよく頑張っていると思う。施設運営にも多くの人が

関わっており、大きな組織が運営していると感じた。 

 



４点 ３点 ２点 １点

3 2.8 4 1 0

2 2.0 0 0 5 0

3 3.0 0 5 0 0

2 2.0 5 0

4 3.6 3 2 0 0

4 3.8 4 1 0 0

4 3.8 4 1 0 0

3 3.0 0 5 0 0

4 3.6 3 2 0 0

4 3.6 3 2 0 0

3 3.2 1 4 0 0

3 3.0 5 0 0

3 3.0 0 5 0 0

3 3.4 2 3 0 0

3 3.2 1 4 0 0

横浜市障害者研修保養センター指定管理者選定評価委員会

横浜市障害者研修保養センター「横浜あゆみ荘」評価結果一覧表

評価項目・評価の観点

指定管理者
の自己評価

採点（確定）

各評価を付けた委員数（人）

１ 指定管理料の執行状況

（１）指定管理料の執行状況

（２）施設利用料収入実績

委員の
平均点

（小数点第２位
四捨五入）

（３）経費削減の取組

【採点の考え方】
１…基本協定書等に定められたとおりにできていない
２…基本協定書等に定められたとおりにできている
３…２かつ提案書どおりにできている
４…実績等が３を上回っている

（３）応接業務

２ センターの運営に関する業務

（１）開館状況

（２）受付業務（フロント業務）

（４）食堂業務

（５）バス運行業務

（６）夜間業務

（３）物品管理業務

３ センターの管理に関する業務

（１）清掃業務

（２）建築物・設備機器保守管理業務

（４）都筑ふれあいの丘の設備管理業務

４ 障害者向け事業・研修にかかる業務、自主事業にかかる業務

（１）障害者向け事業に関する業務

（２）障害者向け研修の実施



４点 ３点 ２点 １点

2 2.4 0 2 3 0

4 4.0 5 0 0 0

2 2.4 2 3 0

4 3.8 4 1 0 0

3 3.0 1 3 1 0

2 2.4 0 2 3 0

4 3.8 4 1 0 0

3 3.0 0 5 0 0

3 3.0 0 5 0 0

3 3.0 0 5 0 0

3 3.2 1 4 0 0

2 2.2 0 1 4 0

2 2.0 5 0

3 3.0 0 5 0 0

3 3.0 0 5 0 0

3 3.0 0 5 0 0

５ その他日常業務及びサービスの質の向上

（３）人材育成・研修

（１）職員の配置状況・勤務実績

（２）障害者への対応

（４）モニタリング・自己評価の実施

（５）広報

（６）利用率・稼働率の状況、利用促進について

（14）個人情報保護・情報公開

（７）急病・緊急時の対応

（８）災害時対応

（９）運営委員会の実施

（12）廃棄物の処理

（10）障害者等からの相談等への対応

（11）事業計画書、収支予算書及び利用実績報告書の作成

（13）苦情受付業務

（４）自主事業（物販）

（３）障害児者の相互の親睦等を促進する拠点としての施設の活用

採点（確定）

指定管理者
の自己評価

委員の
平均点

（小数点第２位
四捨五入）

各評価を付けた委員数（人）

評価項目・評価の観点

【採点の考え方】
１…基本協定書等に定められたとおりにできていない
２…基本協定書等に定められたとおりにできている
３…２かつ提案書どおりにできている
４…実績等が３を上回っている


